
























要約:長期療養児にみられる心理的問題についてアンケート調査を実施し、統計的検定を

行い検討した。精神的症状は焦燥感、無気力、感情の易変性、強迫観念、分離不安、不安・

恐怖などが多く、心身症様身体症状は、頭痛、易疲労感などが比較的多かった｡社会的問

題としては、学業への不安/焦り、仲間外れやいじめへの心配、家族に対する負い目、同

胞葛藤などが、また家族への影響としては同胞の患児への気遣い、家族の結束の強化、家

族の精神的症状、家族の身体的症状などが多い傾向がみられた｡年齢の比較的高い患児で

は、無気力、受験への不安、闘病意欲の低下などが、年齢の比校的低い患児では、感情の

易変性、分離不安などが多い傾向にあった。入院期間や罹病期間の長い患児の方が症状が

多彩になる傾向がみられ、入院期間の比較的長い患児では焦燥感、強迫観念、受験への不

安/焦りなどが、罹病期間の比較的長い患児では、無気力、ひきこもり傾向、学業・受験

への不安/焦りなどがみられた。今回の調査によリ、長期療養児とその家族に対する心理

的支持・介入や、介入に携わる者の専門的な研修、患児のための院内学級等の一層の整備・

充実の必要性が感じられた。


